植生工検査報告書
	工事概要*

	工事名*
	
	施工場所*
	

	工期*
	自)       年　  月　   日

至)       年　  月　   日
	植生工工種*
	

	完了時期*
	緑化施工完了　　　　年　　　月　　　日
	受注業者名*
	

	施工時の特記事項*
	


	緑化施工内容*

	地山条件*
	盛・切
	□盛土　，　□切土
	方 位
	向き
	勾配
	1:  　　　割

	
	地 質
	□土砂，□軟岩（　　），□硬岩（　　　）
	土壌硬度
	～　　　　mm

	緑化工法名*
	
	吹付厚さ
	t=　　　㎝
	施工面積
	　　　　㎡

	緑化目標*
	□草本型（□外来草本or　□外来+在来草本）　，　□木本群落型（外来+在来+木本類）

	生育基盤配合*
	材料名
	配合量

（1㎡当り）
	種子配合*
	植物名
	発生期待本数(本／m2)
	播種量（g/㎡）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	備考*
	
	土壌試験（PH）*
	


	植生検査結果　　（□第1回　　□第2回）

	検査実

施期日
	　　　　　　　年　　　月　　　　日
	施工後の

経過月
	　　　　　　　　　ヶ月経過

	検査

実施者
	氏名　　　　　　　　

所属　　　　　　　　　　　℡
	立会者

氏名*
	現場代理人・主任（監理）技術者



	緑化目標
	種子配合の

タイプ
	判定結果（下記の項目にチェックする）
	判定

	木本群落型
	・外来+在来草本

+木本植物
	□植被率が30～50％であり、木本類が10本／㎡以上確認できる。

□植被率が50～70％であり、木本類が5本／㎡以上確認できる。
	可

	
	
	□生育基盤が流亡して、植物の成立の見込みがない。この場合再施工する。

□草本植物の被覆率が90％以上で、木本植物が被圧されている。
	不可

	
	
	□上記以外の場合
	判定保留

	草本型
	・外来草本

・外来+在来草本
	□のり面から10m離れると、のり面全体が「緑」に見え、植被率が70～80％以上である。
	可

	
	
	□植被率が50％以下である。　

□生育基盤が流亡して、植物の成立の見込みがない。
	不可

	
	
	□上記以外の場合
	判定保留

	判定保留の対応

（次回の予定など）
	【コメント】

	
	

	不可の対応

（調査の上，対策を協議する）
	【コメント】

	
	


注）受注者は「*」のついた欄を記入

植生工検査報告書（検査状況）

	植被率の検査 
	のり面から10m程度はなれて全体を見渡し，目視により10%単位で判定する。

	極力，正面からの全景写真および近景写真を添付する。（写真は受注者が添付）

	

	植被率測定結果
	植被率　　　　　　%
	コメント
	

	
	
	
	


	成立本数の検査
	標準的な生育場所に1㎡の調査枠を設置し，その枠内に成立する木本植物を測定する。3箇所以上測定した場合は，巻末に写真を添付する。

	1m枠の正面から撮影した写真を添付する。（写真は受注者が添付）

	
	

	検査枠№1：法面下部から　　段目　測点№　　　　　*　
	検査枠№2：法面下部から　　段目　測点№　　　　　*　

	成立本数測定結果

（本/㎡）
	木本植物名
	検査枠№1
	検査枠№2
	検査枠№3
	検査枠№4
	検査枠№5
	平均

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	
	

	コメント


	その他 
	生育基盤の侵食，侵入植物等，特記事項を記載する。

	

	

	


　A3　5年保存
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写真添付




















写真添付




















写真添付




















写真添付
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